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令和２年度事業報告  

 

第１ 総 括  

 
当公社は、平成２４年４月１日に一般財団法人へ移行し、茨城県内における地方公

共団体の建設行政が円滑かつ効率的に執行できるよう各種の技術支援を行ってまい

りました。  

  令和２年度の主な事業ですが、実施事業につきましては、市町村の建設関係職員を

対象とした初任者向け技術研修のほか、専門分野別技術研修、建設ＩＴ研修及び要請

による出張研修等を新型コロナウイルス感染拡大防止対策等の措置を講じながら実

施するとともに、県及び市町村における公共事業の施工に係る助言・相談等を実施し

ました。  

また、３次元データ処理ソフトを組み入れたパソコンの貸し出しによりＩＣＴモデ

ル工事の普及・促進への取り組み等を支援しました。  

さらに、県及び市町村が共同利用する茨城県建設ＣＡＬＳ／ＥＣ共同利用センター

の運営を行い、電子入札等の普及促進を図りました。  

次に、その他事業につきましては、県、市町村等から土木工事及び建築工事の設計・

積算や工事監督補助業務を受託しました。そのうち、設計・積算業務については、若

手職員に対し経験不足を補えるよう成果品に積算根拠資料を添付しました。また、引

き続き、市町村の橋梁長寿命化に係る橋梁点検業務、長寿命化修繕計画に基づく補修

設計・積算業務及び長寿命化修繕計画更新業務を受託したほか、東日本大震災復興関

連事業並びに上水道の管路更新（耐震化）の積算・工事監督補助業務を受託しました。  

社会貢献事業につきましては、県及び市町村が企画する最新技術の導入など先駆的

な試みに対し、公社が共同実施者となるとともにその費用を助成する提案型事業を８

件実施しました。  

その他、公社業務運営に当たっては、効率性や正確性などの改善を進めて職員の業

務処理能力及び資質の向上を図り、適正な時間外労働の維持や定時退庁・年次有給休

暇取得の促進等、ワーク・ライフ・バランスを推進しました。  

  なお、令和２年度の業務の概要は、次のとおりです。  
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第２ 庶務、事業の概要  
 

１ 理事会に関する事項  

 

会議名  開催年月日 会議の場所 議事内容  

第 1 回理事会  R2.5.26 
水戸京成  

ホテル  

議案第１号   令和元年度事業報告及び財務

諸表並びに公益目的支出計画実

施報告書について  
議案第２号   評議員会の決議の省略並びに

評議員会の決議事項について  
議案第３号 評議員会の報告の省略並びに

評議員会の報告事項について  
報告事項  理事の職務執行状況の報告に  

ついて  

第 2 回理事会  R2.10.22 
水 戸 京 成

ホテル  

議案第１号  令和 2 年度補正収支予算書 (案 )
について  

報告事項  理事の職務執行状況の報告に  
ついて  

第 3 回理事会  R3.3.24 
水 戸 京 成

ホテル  

議案第１号 評議員会の決議の省略並びに  
評議員及び理事補充選任候補者  
の決定の件について  

議案第２号 令和 3 年度事業計画 (案 )及び  
     収支予算 (案 )について  
報告事項  理事の職務執行状況の報告に  

ついて  

 

２ 評議員会に関する事項  

 

会議名  開催年月日 会議の場所 決議事項及び報告事項  

定時評議員会 

(書面決議 ) 
※ (R2.6.10) －  

決議事項 (1) 令和元年度財務諸表の承認

の件  
決議事項 (2) 評議員、理事及び監事の選

任の件  
報告事項 (1) 令和元年度事業報告の件  
報告事項 (2)  令和元年度公益目的支出計

画実施報告の件  

※ 評議員会の決議及び報告があったものとみなされた日。  
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３ 評議員及び役員に関する事項  

 

期 末 現 在 在 任 役 員 

役 名 氏   名  就任年月日  

評 議 員  山 形 耕 一   Ｒ２．６．１０  

評 議 員  亀 田 哲 也   Ｒ２．６．１０  

評 議 員  永 島 公 朗   Ｒ２．６．１０  

評 議 員  河 内   潤   Ｒ２．７．２０  

評 議 員  中 﨑 妙 子   Ｒ２．６．１０  

評 議 員  櫛  田 浩 司   Ｒ２．６．１０  

評 議 員  鈴 木 敏 博   Ｒ２．６．１０  

評 議 員  今 関 裕 夫   Ｒ２．６．１０  

評 議 員  鴫 原 俊 秀   Ｒ２．６．１０  

理 事 長 大野谷 祐 二  (常勤 ) Ｒ２．６．１０  

専 務 理 事 川 又 敏 郎  (常勤 ) Ｒ２．６．１０  

常 務 理 事 猿 田 文 彦  (常勤 ) Ｒ２．６．１０  

理 事 山 口 伸 樹   Ｒ２．６．１０  

理   事  神 達 岳 志   Ｒ２．６．１０  

理 事 小 泉 尚 義   Ｒ２．６．１０  

理 事 角 田 英 樹   Ｒ２．６．１０  

理 事 黒 澤 輝 子   Ｒ２．６．１０  

理 事 鯉 渕 宏 一   Ｒ２．６．１０  

監 事 中 島 敏 之   Ｒ２．６．１０  

監 事 安   四 郎   Ｒ２．６．１０  
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４ 就業体制 

 

令和３年３月３１日現在の職員数は１４５名で、その配置については、下表のとおりです。 

 

区 分 本 部 支 部 計 
 

内  訳 

事 務 
１３ 

（ ４） 

   ３ 

（ １） 

 １６ 

 （５） 

県ＯＢ職員   １名 

県派遣職員   １名 

プロパー職員等６９名 

再雇用    １２名 

嘱託員(非常勤) ６２名 

技 術 
８９ 

（４６） 

４０ 

（１１） 

１２９ 

 （５７） 

計 
１０２ 

（５０） 

４３ 

（１２） 

１４５ 

 （６２） 

  ※ プロパー職員等には、道路公社からの併任職員１名を含む。 

※ （  ）は、嘱託員数内書き  
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５  業 務 関 係 

（１）実施事業（公益目的事業）の実施 

ア 初任者向け技術研修（市町村職員）  

研 修 名 研修期間及び場所 目    的 研 修 科 目 講    師 受講者数 

１ 建設技術関係職員 

（都市計画）研修 

Ｒ２．８．７（１日間） 

茨城県開発公社ビル４階 

 大会議室 

市町村の土木関係職員として，都市計

画に必要な基礎知識を習得させる。 

・都市計画制度の概要 

・都市構造再編集中支援事業等について 

・都市公園事業について 

・街路事業について 

・土地区画整理事業について（行政編） 

・土地区画整理事業について（実施編） 

都市計画課係長   今野 貴元 

都市計画課主任   鈴木 大輔 

都市整備課主任   阿部 喜彦 

道路建設課技師   諸岡 大介 

都市整備課係長   岡本 宴徳 

建設技術公社課長  石塚 昇 

２３市町村 

４０名 

２ 建設技術関係職員 

（災害復旧）研修 

Ｒ２．８．１８（１日間） 

茨城県開発公社ビル４階 

 大会議室 

市町村の土木関係職員として，災害復

旧に必要な基礎知識及び工事現場にお

ける施工技術を習得させる。 

 ・災害査定とは 

 

 ・河川・道路災害復旧実務要領（案）の 

 ポイントについて 

 ・演習・解説 

河川課係長     原 芳和 

道路維持課係長   林 泰士 

建設技術公社課長  小泉 孝 

 

河川課係長     原 芳和 

２１市町村 

３９名 

３ 建設技術関係職員 

  （下水道）研修 

Ｒ２．８．１９（１日間） 

茨城県開発公社ビル４階 

 大会議室 

市町村の土木関係職員として，下水道

整備に必要な基礎知識及び工事現場に

おける施工技術を習得させる。 

・下水道計画について 

・下水道の老朽化対策について 

 

・下水道の排水基準について 

・下水道の交付金事業について 

・下水道事業に係わる公社の支援業務について 

下水道課技師    水野 諒 

下水道課係長    堀江 義徳 

下水道課主任    棚部 淳也 

下水道課主任    小松﨑 正貴 

下水道課係長    住谷 優友 

建設技術公社副参事 矢口 征之 

２１市町村 

４２名 

４ 建設技術関係職員 

（道路）研修 

Ｒ２．９．２９（１日間） 

茨城県開発公社ビル４階 

 大会議室 

市町村の土木関係職員として，道路計

画に必要な基礎知識及び工事現場にお

ける施工技術を習得させる。 

・社会資本整備総合交付金事業について 

・防災・安全交付金事業について 

・交通安全施設整備に関する取り組みについて 

・茨城県の災害に備えた取り組みについて 

・橋梁の維持管理における着目点について 

道路建設課主任   小松﨑 祐樹 

道路維持課技師   藤澤 開 

道路維持課技師   大橋 忠司 

道路維持課主任   安島 史征 

建設技術公社係長  飯田 靖 

２８市町村 

４７名 

５ 建設技術関係職員 

（建築）研修 

Ｒ２．１０．２０（１日間） 

茨城県開発公社ビル４階 

 大会議室 

市町村の建築関係職員として，建築行

政等に必要な基礎知識を習得させる。 

・建築行政について 

・建築物の耐震化・被災建築物応急危険度判定

について 

・営繕業務について 

・公共施設等総合管理計画について 

・建築確認のイロハ 

・茨城県建設技術公社の業務について 

建築指導課課長補佐 内田 健二郎 

建築指導課技師   江里口 知輝 

営繕課係長     高須 正紀 

総務部管財課主任  助川 智洋 

（一財）茨城県建築センタ－ 

建築課主任     関 孝憲 

建設技術公社技師  宇梶 真悠 

１５市町村 

２９名 

計 延べ５日間 － － － 
計１０８市町村 

１９７名 
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イ 専門分野別技術研修及び講習（県及び市町村職員等）  

研 修 名 研修期間及び場所 目    的 研 修 科 目 講    師 受講者数 

6 積算システム研修 

Ｒ２．４．２２ 

   ～６．５（８日間） 

県庁１９階検査指導課分室 

土木部技術職員の資質の向上を図 

る。 

・研修概要 

・積算の注意点 

・積算実習 

 

建設技術公社副参事  緒方 英雄 

建設技術公社技師   廣瀬 祐樹 

建設技術公社技師   坂本 賢吾 

建設技術公社技師   赤荻 大輝 

建設技術公社技師    原 一稀 

 

土木部技術職員 

２２名 

計 延べ８日間    ２２名 

  

 

ウ 建設ＩＴ研修（県及び市町村職員等） 

研 修 名 研修期間及び場所 目    的 研 修 科 目 講    師 受講者数 

7 電子入札システム操作 

研修 

Ｒ２．６．１５～ 

Ｒ３．２．２６ 

（延べ２２日間 ４４回） 

(一財)茨城県建設技術公社 

会議室 

電子入札システムの操作を修得させる。 
・指名競争入札 

・一般競争入札（価格競争及び総合評価） 

建設技術公社技師  井野宮 圭 

 

県及び市町村職員 

１２９名 

8 土木設計積算システム操作

研修 

Ｒ２．７．２１～ 

Ｒ３．３．５ 

（延べ１８日間 １７回） 

(一財)茨城県建設技術公社 

会議室 

土木設計積算システムの操作を習得さ

せる。 

・土木設計積算システムの操作 

・工事設計書の作成 

建設技術公社主査  緒方 英雄 

建設技術公社主査  尾吹 嘉宏他 

市町村職員 

      ８６名 

9 電子入札実技研修 

Ｒ２．８．１０～１０．１４ 

（延べ５日間 ３回） 

(一財)茨城県建設技術公社 

会議室 

電子入札システムの操作を修得させる。 

・電子入札システムの導入 

・電子入札システムの利用 

・電子入札システムの操作 

検査指導課主任   高岡 諒    

建設技術公社技師  井野宮 圭 

民間業者 

       ６名 

計 延べ４５日間 － － － 計 ２２１名 
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エ 市町村建設関係職員の短期派遣研修 

研 修 科 目 専門研修実施機関 研 修 期 間 目      的    受講者数 

10 開発許可Ⅰ・Ⅱ (一財)全国建設研修センタ－ Ｒ２．９．８～１０ （３日間） 
開発許可に関する事務の基礎から実務での指導など、開発許可の制度についての講

義や事例をもとに、討議などにより開発許可に関する実務的な知識を修得する。 
取手市  １名 

11 土木工事監督者 (一財)全国建設研修センタ－ Ｒ２．９．２３～２５ （３日間） 

土木工事の品質を確保するための現場における監督・技術検査のあり方を修得し、

現場での応用能力の向上を図るとともに、工程・品質・安全等現場管理の具体的手法

を理解する。 

牛久市  １名 

12 用地基礎 

  （用地事務と統合） 
(一財)全国建設研修センタ－ Ｒ２．１０．１９～２３ （５日間） 

用地事務に携わる経験の浅い方を対象に、用地取得及び損失補償等、用地事務全般

の理論と実務に加え、民法等関係法規及び用地取得マネジメントも含めた基本的知識

を修得する。 

龍ヶ崎市 １名 

13 官民連携（PPP/PFI） (一財)全国建設研修センタ－ Ｒ２．１１．４～６ （３日間） 
官民連携（PPP/PFI）事業に関する最新動向や事例紹介、基礎からワークショップ

を含む実践的講義を通じて必要な知識を修得する。 
龍ヶ崎市 １名 

14 鋼橋設計・施工 

  （WEB 研修） 
(一財)全国建設研修センタ－ Ｒ３．１．２０～２．１０（２２日間） 鋼橋の計画・設計・製作・架設・維持補修等に関する総合的な知識を修得する。 笠間市  １名 

計 延べ ５回  ３６日間 － 
計  ４市町  

５ 名 

 

 

オ 要請による出張研修 

研 修 名 研修期間及び場所 目    的 研 修 科 目 講    師 受講者数 

15 令和２年度那珂市建

設工事監督員研修会 
Ｒ２．１２．１５（１日） 

那珂市職員を対象として，工事検査に関す

る基本的な法令の位置づけと検査実施にあ

たっての留意点を修得する機会を設ける。 

工事成績評定について 

・検査に関する法令等について 

・評定における留意点について 

建設技術公社課長代理  田中 信之 那珂市   ２６名 

計 延べ１日 － － －  計  ２６名 
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カ 助言、相談等の実施  

市町村等における公共事業の施工に係る助言、相談等を次のとおり実施しま

した。  

  ・事業相談                  ３４件  

・工法検討                   ７件  

・資料作成                   ８件  

・概算費                    ８件  

・積算歩掛                  １９件  

・工事検査                   １件  

・研修相談                   １件  

・その他                   １６件  

合計                   ９４件  

 

キ ＩＣＴ機器の適用支援  

３次元データ処理ソフトを組み入れたパソコンの貸し出しによりＩＣＴモ  

デル工事の普及・促進への取り組みを支援しました。  

 

ク 茨城県建設ＣＡＬＳ／ＥＣ共同利用センターの運営  

①  加入状況及びヘルプデスク利用件数  

 利用団体  ヘルプデスク利用件数  

茨城県建設工事等電子入

札システム  

茨城県、２３市３町１村  
３，１８３件  

入札参加資格電子申請シ

ステム  

茨城県、２２市４町２村  
   １９件  

茨城県土木設計積算シス

テム  

茨城県、３２市１０町２村

１組合  
―  

②  電子入札システム等情報提供  

「いばらき電子入札共同利用」のポータルサイト及び公社ホームページ

で電子入札システムの操作方法、入札情報サービス及び研修開催の案内情

報を提供しました。  
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（２）その他事業（県・市町村等からの受託事業）の実施 

ア 令和２年度における受託事業の実施状況は、下表のとおりです。 

 

令和２年度受託事業 

               （単位：千円） 

   発注機関別 

  

  

業種別 

茨城県 市町村等 公社等 計 

業種別

割 合 件

数 
金 額 

件

数 
金 額 

件

数 
金 額 

件

数 
金 額 

測 量 1 610 19 56,620   20 57,230 2.7％ 

設 計 72 72,650 56 204,130 1 1,240 129 278,020 13.1％ 

積 算 200 632,720 112 241,770 3 10,910 315 885,400 41.8％ 

調 査 30 108,445 45 292,260   75 400,705 18.9％ 

施 工 管 理 51 223,370 16 53,860 2 6,565 69 283,795 13.4％ 

公共物管理 12 133,960     12 133,960 6.3％ 

台 帳 管 理 26 76,310 3 3,470 1 760 30 80,540 3.8％ 

合 計 392 1,248,065 251 852,110 7 19,475 650 2,119,650 100.0％ 

割   合 58.9％ 40.2％ 0.9％ 100.0％  

 

茨城県
1,248,065
58.9%

市町村等
852,110
40.2%

公社等
19,475
0.9%

発注機関別割合（金額）

茨城県 市町村等 公社等

合計

2,119,650千円
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イ 社会貢献事業の実施 

  令和２年度の社会貢献事業については、提案型事業８件（県５件、市３件）を実施しま

した。実施状況は、下表のとおりです。 

 

形態 年度 提案者 内容 

提案型事業 

R1～R2 茨城県 グリーンレーザー技術を活用した海岸深浅測量の効率化 

R1～R2 
茨城県 道路維持管理支援システムの活用による道路維持管理業務の

効率化 

R1～R2 茨城県 
交通流シミュレーションシステムを活用した渋滞要因解析・

対策検討 

R1～R2 小美玉市 ＡＩ画像解析技術を活用した駅利用者の属性把握 

R2 茨城県 
新型コロナウイルス感染拡大による「新しい生活様式」の導

入における広域交通への影響と課題の整理 

R2 大子町 
大規模災害や新型コロナ危機を契機とした「公共土木施設等

社会インフラのあり方に関する調査」の実施 

R2 茨城県 
主任（監理）技術者の配置状況から見た「施工時期等の平準

化」の評価 

R1～ 那珂市 自動計測技術を活用した道路交通量調査の効率化 
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６ 職員の能力及び資質の向上 

(1) 建設技術の研修会等への参加 

公共事業の技術分野を補完する当公社の使命に鑑み、公社職員の技術力の維持・向上を図

るため、自主的研修のほか、(一社)全日本建設技術協会の主催する建設技術の研修会及び講

習会に２回にわたり計４名の職員を参加させました。 

 

参 加 状 況 

研 修 名 期 間 主催者名 
受講 

者数 

1 これからの社会インフラの 

  維持管理・更新 

 （WEB 研修・ビデオ方式） 

12／9～1／12 (一社)全日本建設技術協会 ２名 

2 災害復旧 

 （WEB 研修・ライブ方式） 
R3.2／3～2／5 (一社)全日本建設技術協会 ２名 

延べ２回   計４名 

 

(2) 各種資格取得のための講習会参加への促進 

  令和２年度に資格取得を目指す技術職員（技術士受験予定者１名、二級建築士受験予定者１名、

二級土木施工管理技士受験予定者２名）に対し、講習会に参加させた結果、二級建築士資格につ

いて１名が取得しました。 

 

参 加 状 況 

資 格 期 間 内 容 参加者数 

技術士 ３月～７月 
・論文対策（必須科目、選択科目） 

・経歴書の添削 
１名 

二級建築士 ７月～９月 
・試験の概要、構造の基本 

・設計製図対策 
１名 

二級土木施工管理技士 ７月～１０月 

・学科試験対策 

・実地試験対策 

・模擬試験 

２名 
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事業報告の附属明細書 

 

 

  「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 34 条第３項に規定する補足すべ 

き重要な事項はありません。 

 

 

                          令和３年５月 

  

                           一般財団法人茨城県建設技術公社 

 


